
日野市イノベーションビジョン策定支援業務委託　質問書への回答

公募要領に基づき、期日までに提出された質問及び市の回答を公開いたします。

質問事項 日野市回答

公募要領　4ページ　5行目　③共創環境（リビングラボ）の実現に向けた取組み 　　

質問１ １）日野市で既に取り組まれている既存の「日野リビングラボ」と、（仮）まちづ

くりラボの違いは何でしょうか。

２）日野市では、過去にも多様なリビングラボが開催されていますが、本事業はそ

れらで行われた議論や活動の継続性を担保する必要があるものでしょうか。それと

も「共創の意識を醸成する場」とあるように、リビングラボを新たに設立する準備

段階の場としての位置づけという事でしょうか。

回答１ １）リビングラボに確固たる定義はありませんが、様々な社会課題をテーマに、

　民間企業、行政、地域事業者や市民が課題を共有し、当事者の視点で相互にフラット

　な関係で学びあいながら課題解決に資するサービス・製品・関係性を共創するもの

　と考えております。

　（仮）まちづくりラボについては、その前段として、関係者・参加者の中で課題の

　提起を行い、またその課題・背景について洞察し、参加者同士で目的や意識共有を

　醸成する場として考えております。

２）これまでに行ってきたリビングラボのテーマは様々ですが、本事業ではこれらの活動

　の継続を目的としたものではありません。地域や関係する事業者、行政の課題認識や既存

　の取組等を下地として、新たなテーマ（場合によっては既存のテーマも含む）のリビング

　ラボの実行を通じて、関係するステークホルダー間の取組の共有、認知拡大と手法の確立

　を目指すものです。

　

公募要領　4ページ　９行目　④SDGs官民連携プラットフォームの開催

質問２ SDGsプラットフォームについて。定義によるとSDGsプラットフォームとは「リビ

ングラボ同士、またその参加者をつなぐ「ネットワーキング」機能を果たす場」

（日野北西部イノベーションビジョン素案）となっています。

プラットフォームへの参加者はすでに確定していると考えてよろしいでしょうか、

それとも、参加者の確保も業務の範囲内と考えるべきでしょうか。

回答２ 　基本的には、日野市ホームページ、SNS等からのご案内になり、日野市から参加

呼びかけをさせて頂きます。また、前回（昨年度）実施したキックオフミーティングでは

17団体、33名の方々が参加し、ご参加頂いた方々の連絡先（メールアドレス）を頂いて

おりますので、日野市からメールでのご案内をさせて頂きます。

　ほか、本テーマに関連し日野市が公式・非公式に連携をする企業や大学、自治体、地域事業

者の方々、住民等にもご案内はいたします。一方で、趣旨・目的を共有できる組織・団体と

の新たな繋がりへの期待もあるため、補完的にSNS等で周知を頂くこと、受託事業者のネット

ワークの中でご紹介頂くことも期待しております。

　ＳＤＧｓプラットフォームでも、最大でも70名程度の参加人数をイメージしており、必要

以上に参加人数が増えた場合は参加者の認知やコミュニケーションも難しくなるため、広告

費等は想定しておらず、上記の周知には特にコストがかからないという認識でおりますが、

受託事業者からのより良いアイディアがあれば柔軟に対応したいと思っております。



公募要領　９ページ　７行目　企画提案書記載項目

質問３ 企画提案書記載項目について、テーマや具体的な項目が記載されていませんが、自

由に提案しても良いのでしょうか。

また、支援実施スケジュール、工程ごとの担当者の他に記載が必要な項目はありま

すでしょうか。

回答３ 　特に提案書の記載に項目について定めはありませんが、公募要領４及び仕様書５の業務

委託内容の項目、その他資料を参考にご提案頂ければと思います。

　必要な項目は要綱に記載のとおりとしますので、他に必要とする項目はありません。

公募要領　4ページ　４行目　②イノベーションビジョンのとりまとめ

質問４ １）素案について

昨年度作成された素案は、公募要領ｐ９　２．企画提案書記載項目の（資料７）に

ある日野北西部イノベーションビジョン（素案）でしょうか。

２）イノベーションビジョンの対象範囲

今年度業務におけるイノベーションビジョンは、日野北西部に対象を限定したもの

となるのでしょうか。

回答３ １）資料7については、昨年度の段階までのイノベーションビジョンの方向性を検討しまとめ

　たものです。他の資料も含めて参考にして頂き、日野市のイノベーションビジョンをストー

　リーとして取り纏める想定です。

２）今回のイノベーションビジョンについては、東京都都市整備局が公表している「多摩の

イノベーション創出拠点の形成に向けたまちづくり方針」に基づくもので、土地利用の方向性

検討も含むまちづくりの視点が含まれます。日野北西部イノベーションのエリアは、都市計画

マスタープランの基本方針３－２「日野の、まちづくりと共に歩んできた産業とこれからも共

に歩む」の図をベースとしたものです。主要な連携主体、土地活用も含めたまちづくりは

当該地域を中心に考えておりますが、活動・連携等の範囲としてはこのエリアに限定しており

ません。

※日野市「都市計画マスタープラン」（2019年度更新版）101頁をご参照ください

仕様書（２）社会課題をテーマとして共創の場の開催支援に関して

質問５－１ ①（仮）まちづくりラボ、および②日野市ＳＤＧｓプラットフォームについて、

開催時期、時間（帯）、参加者数などの想定がありましたらご教示ください。

回答５－１ 共に、一般の企業の就業者の方や自治体の職員の参加を想定しており、夕刻16：00～

21：00の間の2時間程度を想定しております。また、3回のうち1回は土曜日、日曜日

等の日中の開催も想定したいと考えております。

時期については、ラボ、プラットフォームを10～11月にそれぞれ1回、1月～2月にかけて

ラボを2回、プラットフォームを1回というタイミングを想定しております。

SDGsプラットフォームについては、今年の3月に一度、“キックオフミーティング”と称して

開催させて頂きました。

今年度の初回のプラットフォームについては、連携する都立大学の教授（下村教授）のリビング

ラボをテーマとした基調講演を合わせて行う予定ですので、日程については下村教授との調整の

上で決定させて頂きたいと思います。

まちづくりラボに関しては比較的小規模な人数での実施イメージでおり、前期の概ねの

時期の中でフレキシブルに実施させて頂きたいと思っております。



質問５－２ 上記に関して、現時点で想定される開催会場がございましたらご教示ください。 回答５－２ 　現在、多くの公共施設が、十分な空間確保のため設定された定員の利用ができない

状況にあります。（概ね定員の半分）

　新型コロナの感染拡大状況、人数、規模にもよりますが、25名以下であれば、日野市

の公共施設（日野市産業連携センターPlanT、又は日野市多摩平の森ふれあい館集会室

等の公共施設での実施を想定します。これらの場所で実施する場合、公用利用として費用

は発生しません。参加人数が30名以上となることが想定される場合は、市が連携する

　民間企業の施設（イオンモール多摩平の森、イオンホールなど）の活用を想定します。

　※イオンホールでの実施の場合、協定により会場費がかからない想定ですが、他の施設

　　の場合、また会場での感染症拡大対策が求められた場合に費用負担が発生する場合も

　　あります。

状況に応じて臨機応変に対応する必要があるため、十分な感染拡大防止策がとれない

状況下ではオンラインでの開催となる可能性も高いのではないかと考えております。

質問５－３  上記に関して、市民や企業等への周知の方法や事務局との役割分担や費用負担の考

え方についてご教示ください。

回答５－３ 　一般的には日野市野ホームページ、SNS等からのご案内になり、日野市の方で対応させて頂きま

す。また、前回ご参加いただいたキックオフミーティングでは17団体、33名にご参加いただいてお

り、参加頂いた方々の連絡先（メールアドレス）は頂いておりますので、日野市からメールでのご案

内をさせて頂きます。他、本テーマに関連し日野市が公式・非公式に連携をする企業や大学、自治

体、地域事業者の方々、住民等にもご案内はいたします。

　一方で、趣旨・目的を共有できる組織・団体との新たな繋がりへの期待もあるため、補完的にSNS

等で周知を頂くこと、受託事業者のネットワークの中でご紹介頂くことも期待しております。

　ＳＤＧｓプラットフォームでも、最大でも70名程度の参加人数をイメージしており、必要以上に

参加人数が増えた場合は参加者の認知やコミュニケーションも難しくなるため、広告費等は想定して

おらず、上記の周知には特に大きなコストがかからないという認識でおりますが、受託事業者からの

より良いアイディアがあれば柔軟に対応したいと思っております。

以上


